
主
催
者
を
代
表
し
て
江
東
区
社

会
保
障
推
進
協
議
会
の
青
柳
副
会

長
が
「
介
護
保
険
法
の
改
悪
は
許

せ
な
い
。
さ
ら
に
み
ん
な
で
怒
り

の
声
を
」
と
挨
拶
。
日
本
共
産
党

の
き
く
ち
幸
江
区
議
か
ら
都
議
選

の
情
勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

４
つ
の
団
体
か
ら
の
決
意
表
明

の
後
に
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、

車
い
す
の
人
た
ち
を
先
頭
に
江
東

区
役
所
ま
で
デ
モ
行
進
。
到
着
後
、

個
人
請
願
書
を
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
区
当
局
に
手
渡
し
ま
し
た
。

上
原
会
長
は
開
会
挨
拶
で
次
の

よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

安
倍
首
相
が
憲
法
擁
護
義
務
を

投
げ
捨
て
憲
法
９
条
に
第
３
項
を

追
加
し
自
衛
隊
を
明
記
す
る
と
公

言
し
、
戦
争
へ
突
き
進
も
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
共
謀
罪
法
な
ど
権

力
が
国
民
の
内
心
の
自
由
を
奪
う

法
案
を
次
々
と
出
し
て
い
る
。

森
友
、
加
計
学
園
問
題
は
、
安

倍
首
相
の
思
う
と
お
り
に
政
治
を

動
か
し
便
宜
を
図
る
と
い
う
前
代

未
聞
の
大
問
題
。
「
集
ま
っ
て
話

し
合
い
、
話
し
合
っ
て
問
題
を
解

決
す
る
」
こ
と
が
民
商
の
モ
ッ
ト
ー
。

共
謀
罪
法
は
「
集
ま
り
話
し
合
い

プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
準
備
す
る
」
と

共
謀
罪
の
対
象
で
監
視
さ
れ
る
法

律
だ
。

民
商
が
、
業
者
に
と
っ
て
重
要

な
相
談
の
相
手
で
あ
り
、
民
商
を

無
く
す
こ
と
は
絶
対
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
次
期
総
会
ま
で
に
会

員
・
商
工
新
聞
読
者
を
増
や
そ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

清
水
事
務
局
長
よ
る
活
動
報
告

は
、
政
府
は
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
や
「
働
き
方
改
革
」
と
称
し

て
、
耳
ざ
わ
り
の
よ
い
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
並
べ
る
が
、
過
労
死
を
増
や

す
な
ど
雇
用
破
壊
の
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
。

区
労
連
は
、
改
憲
を
唱
え
る
安

倍
政
治
に
「
ノ
ー
」
の
た
た
か
い

を
地
域
で
進
め
、
組
織
拡
大
で
職

場
の
強
化
、
次
世
代
の
労
働
組
合

運
動
の
担
い
手
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

運
動
方
針
で
は
、
「
地
域
労
組

こ
う
と
う
」
は
、
現
在
２
２
４
人

か
ら
３
０
０
〜
４
０
０
人
の
組
合

員
を
め
ざ
し
、
労
働
相
談
や
労
働

審
判
事
件
の
支
援
や
解
決
の
た
め

に
援
助
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
区
内

34
万
の
労
働
者
を
視
野
に
、
20
万

人
を
超
え
る
未
組
織
労
働
者
の
組

織
化
と
総
対
話
を
す
す
め
、
区
労

連
と
し
て
地
域
労
働
運
動
の
発
展

と
共
同
を
広
げ
て
、
要
求
実
現
の

た
め
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
な
ど
、

全
会
一
致
で
採
択
、
新
役
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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今
年
は
「
カ
ラ
梅
雨
」

の
予
報
。
心
な
し
か
路

傍
の
紫
陽
花
も
雨
乞
い

を
し
て
い
る
よ
う
に
み

え
ま
す
▼

23
日
告
示
の

都
議
選
は
大
激
戦
の
様
相
。

石
原
氏
か
ら
３
代
に
わ
た
る
都
知

事
と
結
託
し
た
自
民
・
公
明
な
ど

に
よ
る
都
政
の
闇
は
躍
進
し
た
共

産
党
都
議
団
の
告
発
で
明
ら
か
に

な
り
、
都
民
の
怒
り
を
広
げ
ま
し

た
▼
憲
法
を
否
定
し
「
東
京
か
ら

日
本
を
変
え
る
」
と
豪
語
す
る
石

原
知
事
の
も
と
で
、
革
新
都
政
以

来
の
福
祉
は
切
り
捨
て
ら
れ
、
大

企
業
・
ゼ
ネ
コ
ン
に
奉
仕
す
る
大

型
開
発
推
進
に
舵
が
切
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
発
端
が
築
地
か
ら
東
京

ガ
ス
豊
洲
工
場
跡
地
へ
の
無
謀
な

市
場
移
転
で
す
▼
そ
の
手
法
は
、

与
党
の
多
数
を
た
の
ん
だ
利
権
・

私
物
化
・
情
報
隠
し
を
特
徴
と
し

て
、
大
阪
維
新
の
橋
本
氏
ら
の
手

本
と
な
り
、
国
政
で
も
森
友
、
加

計
疑
惑
に
象
徴
さ
れ
る
ア
ベ
政
治

に
共
通
し
ま
す
。
15
日
早
朝
に
は
、

戦
争
法
と
一
体
の
「
共
謀
罪
」
法

が
審
議
未
了
の
ま
ま
強
行
成
立
さ

れ
ま
し
た
。
首
相
に
迫
る
疑
惑
の

火
の
粉
を
払
い
の
け
、
都
議
選
へ

の
影
響
を
避
け
る
た
め
の
理
不
尽

な
暴
挙
。
20
年
ま
で
に
憲
法
９
条

が
死
文
化
さ
れ
る
危
機
は
現
実
的

に
な
っ
て
き
ま
し
た
▼
首
都
の
政

治
決
戦
は
、
嘘
と
ご
ま
か
し
で

「
戦
争
す
る
国
」
に
す
る
暴
走
に

審
判
を
下
す
最
初
の
チ
ャ
ン
ス
と

な
り
ま
し
た
。
小
池
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
VS
自
民
の
対
決
な
ど
の
演
出

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
自
・
公
VS
日
本
共
産
党
の
構

図
を
鮮
明
に
し
て
歪
ん
だ
都
政
を

正
し
て
い
く
た
た
か
い
で
す
。

仙
台
堀
川
公
園
全
長
３
・
６

km
の
う
ち
清
洲
橋
通
り
と
小
名
木

川
と
の
合
流
地
点
と
の
間
の
１
・

１

km
の
区
間
、
公
園
造
成
か
ら

30
年
が
経
過
し
、
園
内
に
植
え
ら

れ
た
桜
並
木
は
区
内
有
数
の
桜
の

名
所
と
し
て
花
見
の
時
期
に
は
大

変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
ド
ン
グ
リ
ひ

ろ
い
や
ザ
リ
ガ
ニ
池
な
ど
自
然
に

親
し
む
豊
か
な
遊
び
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
絶
滅
危
惧
種
の

小
型
の
鷹
、
ツ
ミ
の
生
息
も
確
認

さ
れ
る
な
ど
自
然
豊
か
な
公
園
に

成
長
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
区
は
①
両
側
の
道
路

を
車
道
、
歩
道
と
も
広
げ
、
無
電

柱
化
す
る
、
②
古
く
な
っ
た
公
園

施
設
の
改
修
を
目
的
に
大
規
模
に

「
改
修
」
す
る
計
画
を
発
表
し
ま

し
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
道
路
拡
幅
、

無
電
柱
化
の
た
め
に
旧
河
川
の
堤

防
を
切
り
取
り
、
公
園
の
幅
を
８

ｍ
も
狭
め
る
、
水
路
を
反
対
側
に

付
け
替
え
る
、
公
園
両
側
の
道
路

を
そ
れ
ぞ
れ
４
ｍ
も
広
げ
る
、
大

き
く
育
っ
た
樹
木
を
大
量
に
伐
採

す
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

計
画
が
あ
ま
り
に
も
大
規
模
で
、

豊
か
に
育
っ
た
公
園
が
台
無
し
に

な
る
こ
と
か
ら
区
内
の
自
然
保
護

団
体
な
ど
か
ら
批
判
が
相
次
ぎ
、

一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
園
の
幅
を
４
ｍ
（
全
幅
の
１

／
８
）
狭
め
、
公
園
両
側
の
道
路

を
各
々
２
ｍ
広
げ
、
無
電
柱
化
と

合
わ
せ
幅
１
ｍ
の
植
栽
帯
を
設
け

ま
す
。
現
在
の
水
路
は
暗
渠
化
し

て
自
転
車
専
用
道
路
に
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
樹
齢
30
年
を
超
え

る
樹
木
を
２
９
０
０
本
（
約
６
割
）

も
伐
採
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

自
然
環
境
を
壊
さ
な
い
よ
う
な
、

さ
ら
な
る
見
直
し
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
に
育
っ
た
仙
台
堀
川
公
園
壊
す
な

写

真

は

、

集

会

後

、

江

東

区

役

所

ま

で

デ

モ

行

進

す

る

参

加

者

の
み

な
さ

ん

。

地
域
を
変
え
、
職
場
を
守
る

─
区
内
で
働
き
生
活
す
る
仲
間
と
要
求
実
現
に

５

月

28
日

、

江

東

区

労

連

第

27
回

定

期

大

会

が

東

京

土

建

江

東

支

部
会

館

で

開

か

れ

ま

し

た

。
大会で選出された役員のみなさん

６

月

7
日
、

「

い
の

ち
と

暮

ら
し

を

守
ろ

う
！

平

和
で

福
祉

の

花
咲

く
江

東
に

！
」

を

ス
ロ

ー
ガ

ン

に
、

社

会
保

障
制

度

の
充

実
を

求

め
る

第

22
回
花

咲

デ
モ

が
お

こ

な
わ

れ
ま

し

た
。

東
陽

公

園
で

の
出

発

集
会

に
は
、

１
７
０

人
余
が

参
加
し

ま
し
た

。

｟
民
主
商
工
会
が
第
72
回
定
期
総
会

｠

６

月
４

日
、

江

東
民

商
が

第

72
回

定

期
総

会
を

開

催
し

ま
し

た

。
上

原
譲

会
長

が
開

会

挨
拶

。
来

賓

に
区

労

連
、

東
部

法

律
事

務
所

な

ど
、

日
本
共

産
党
か

ら
き
く

ち
幸
江

区
議
が

挨
拶

を
し
ま

し
た
。

開会あいさつをする上原譲会長

《
江
東
区
労
連

第

27
回
定
期
大
会
開
催
》



「
ど
う
す
る
？
築
地
市
場
の

豊
洲
移
転
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
矢
野
政
昭
氏
（
臨

海
部
開
発
問
題
を
考
え
る
都

民
連
絡
会
世
話
人
）
は
、
み

ず
か
ら
が
都
の
臨
海
部
開
発

行
政
に
携
わ
っ
て
き
た
生
々

し
い
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

矢
野
氏
は
、
６
月
１
日
の

都
議
会
本
会
議
で
小
池
百
合

子
都
知
事
が
、
豊
洲
の
無
害

化
が
達
成
で
き
て
い
な
い
こ

と
を
陳
謝
し
た
と
紹
介
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
都
の
担

当
者
が
、
例
え
ば
「
液
状
化
」

を
「
噴
砂
」
と
言
い
換
え
る

な
ど
、
都
当
局
の
「
か
く
す
・

ゴ
マ
か
す
・
は
ぐ
ら
か
す
」

こ
と
の
繰
り
返
し
の
結
果
と

述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
あ
ぜ
上
三
和
子

都
議
が
都
議
会
報
告
。

８
人
か
ら

17
人
に
躍
進
し

た
都
議
団
が
、
保
育
所
の
増

設
や
私
立
高
校
生
の
授
業
料

補
助
拡
大
な
ど
の
公
約
を
実

現
、
今
年
度
の
都
の
一
般
会

計
予
算
に
も
賛
成
す
る
な
ど
、

小
池
都
政
に
は
是
々
非
々
の

立
場
で
臨
ん
で
い
る
こ
と
を

紹
介
。
さ
ら
に
、
小
池
知
事

は
市
場
移
転
問
題
で
も
彼
女

な
り
に
世
論
を
よ
く
見
て
い

る
の
で
、
都
議
団
と
し
て
知

事
に
直
接
資
料
を
渡
す
な
ど
、

真
の
都
政
改
革
を
迫
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
小
池
都
政
の

行
方
は
、
差
し
迫
っ
た
都
議

選
の
結
果
い
か
ん
で
あ
る
こ

と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

第
１
部
で
「
着
々
と
進
む

新
た
な
戦
時
徴
用
‐
軍
事
主

義
に
偏
重
す

る
安
倍
政
権

を

質

す

」

と

題

し

て

講
演
し
た
纐
纈
氏
は
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
の
軍
事
面
を

振
り
返
り
、
旧
軍
が
特
に
輸

送
力
に
無
関
心
で
あ
っ
た
た

め
、
船
舶
、
船
員
、
兵
員
の

被
害
が
甚
大
と
な
っ
た
こ
と

を
解
明
。
戦
争
の
で
き
る
国

に
舵
を
切
る
安
倍
政
権
が
、

こ
の
「

教
訓
」
か
ら
学
び
、

戦
時
徴
用
準
備
に
並
々
な
ら

ぬ
関
心
を
持
っ
て
臨
ん
で
い

る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
特
定
秘
密
保
護

法
や
戦
争
法
に
よ
っ
て
、
特

に
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
民
間

船
舶
借
り
上
げ
及
び
民
間
船

員
の
予
備
自
衛
官
任
用
問
題

と
し
て
現
実
に
具
体
化
さ
れ

て
い
る
と
い
う
生
々
し
い
事

例
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
航

空
労
組
連
絡
会
か
ら
「
迫
り

く
る
戦
争
法
の
足
音
」
、
「
海

運
九
条
の
会
」
の
平
山
誠
一

世
話
人
か
ら
「
民
間
船
員
の

『
予
備
自
衛
官
化
』
と
民
間
船

舶
の
軍
事
徴
用
」
と
題
し
て
、

現
場
か
ら
の
報
告
が
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
市
民
連
合
の
名
称
（
案
）

は
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い

市
民
連
合
＠
江
東
」
、
目
的

（
案
）
は
「
安
保
法
制
廃
止

と
立
憲
主
義
回
復
を
め
ざ
し

平
和
と
暮
ら
し
を
守
る
政
策

で
一
致
し
た
野
党
共
闘
を
支

援
し
『
戦
争
す
る
国
』
へ
の

安
倍
政
権
の
暴
走
を
阻
止
す

る
江
東
区
内
の
世
論
と
運
動

を
推
進
す
る
」
な
ど
提
案
。

区
内
の
個
人
・
団
体
有
志

が
思
想
・
信
条
や
政
治
的
立

場
を
超
え
て
、
対
等
、
平
等

に
共
同
で
き
る
連
合
体
と
す

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
「
江
東

は
他
区
と
は
違
い
、
野
党
が

衆
議
院
議
員
の
議
席
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
特
殊
な
状
況

が
あ
る
」
「
発
足
は
一
部
の

人
の
動
き
で
な
く
、
準
備
の

段
階
か
ら
広
く
呼
び
か
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
「
野
党

の
議
席
だ
け
守
る
の
で
は
な

く
、
安
倍
政
治
打
倒
を
め
ざ

す
高
い
見
地
か
ら
の
共
同
の

運
動
に
す
べ
き
」
な
ど
の
意

見
が
続
き
、
現
実
を
直
視
し

て
具
体
的
な
行
動
を
す
す
め

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

1967(昭和42)年２月下旬、都港湾局の
ある労働者が一隻の老朽船が東京港に入っ

ているのを知ります。労組の人々 は、そ

の廃船処分の近い「はやぶさ丸」を「第

五福竜丸」だと見ぬきました。

焼津港を母港とする第五福竜丸は、19
54(昭和29)年３月１日午前４時、東経16
6度、北緯11度、米国の原爆実験で立ち
入り禁止地域から50キロも離れた地点に
いました。船員たちは、突如として西空

に太陽のような赤い火の玉がのぼるのを

見ました。それはキャッスル・テストと

いう水爆実験でした。広島型原爆の千倍

の水爆は、ビキニ環礁ナム島に周囲500
ｍの穴をあけ、放射能で汚染されたサン

ゴ礁を粉砕して、太平洋全域に「死の灰」

を、世界中に放射能雨を降らせました。

第五福竜丸のマグロは汚染され、乗組

員の久保山愛吉は肝臓障害で９月23日に
死亡。広島、長崎につぐ三度目の被害を

受けたのです。

この事件は日本国民に大きな衝撃を与

え、広島原爆投下から10周年の55年８月
６日、広島で「原水爆禁止世界大会」を

開催。日本原水協を結成して、第五福竜

丸被災の３月１日は「ビキニデー」とし

ました。

第五福竜丸は被災後、学術研究資料と

して政府に買い上げられ、水産大学の練

習船などになりますが、老朽化で廃船と

なり、「船の墓場」、江東第14号地の夢
の島に放置されたのは67年９月29日です。
この「死の灰」の生き証人の保存運動が

地元江東区の人々 を中心におこり、その

先頭に「福竜丸三羽烏」の三井周二、若

島幸作、深井平八郎と「江東教師平和の

会」堀田尊生がいました。

69年７月、中野好夫、美濃部亮吉ら８
人を代表とする保存委員会ができ、76年
６月10日には福竜丸展示館の落成式がお
こなわれました。この完成を見ずに亡く

なった堀田は、遺言で江東原水協の緑の

旗を贈りました。

夢の島にひるがえる
江東原水協の緑の旗よ
君生きし証し 堀田貴美
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概説

(69)

６
月

３
日
、

江
東
革

新
懇
（

平
和
・

民
主
・

革
新
の

日
本
を

め
ざ
す

江
東
懇

話
会
）

は
「
都

政
を
考

え
る
」

学
習
と

交
流
の

夕
べ
を

開
催
、

会
場
の

総
合
区

民
セ
ン

タ
ー
に

50
人
余
が
参
加

し
ま
し
た

。

講

演

す

る

矢

野

政

昭

氏

第

五

福

竜

丸

展

示

館

☆

行
事
日
程

☆

○

７
月

６
日
（

木
）

18
時

30
分

〜

◆
道

徳
が
教

科
に
な

る

！

ど
う
な

る
学
校

・
子
ど

も
た
ち

共
催
：
都
教
組
江
東
支
部

江
東
の
教
育
を
考
え
る
会

講
演
：
佐
貫
浩
（
元
法
政
大
学
教
授
）

資
料
代

:
３
０
０
円

（
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
）

○

７
月

14
日
（

金
）

14
時
〜
・

19
時
〜

◆
映

画
「
思

い
や
り

」
上

映

主
催
：
江
東
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

入
場
料
：
一
般
１
０
０
０
円
、

学
生
・
障
が
い
者
５
０
０
円

江
東
革

新
懇
は

５
月

26
日
の

世
話
人

会
で

、
総
選

挙

へ

向
け
て

「
市
民

連
合
・

江
東

」
（
仮

称
）
発

足
と

い

う

提
案
を

「
戦
争

法
廃
止

を
求

め
る
砂

町
の
会

」
な

ど

か

ら
受
け

、
「
申

し
合
わ

せ
の

素
案
」

を
検
討

し
た

結

果

、
代
表

世
話
人

と
世
話

人
が

同
市
民

連
合
発

足
へ

の

準
備
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

＜東京都議選日程＞

６月23日(金）告示日
７月２日(日）投票日

＊期日前投票

告示翌日から投票日前日

６

月

17
日

、
「
海

運
九

条
の

会
」

は
、

山
口

大
学

名

誉
教
授

の
纐
纈
厚

（
こ
う
け

つ

あ
つ
し
）

氏
の
講

演
と

現
場

か
ら

の
報

告
会

を
開

催
、

会
場

の
テ

ィ
ア

ラ
こ

う

と
う
地

下
会
議
室
に

67
人
が
参
加

し
ま
し
た

。

纐

纈

厚

氏
（

円

内

）
の

講

演

を

聞

く

参

加

者

＜お知らせ＞

日本共産党街頭演説

志位和夫委員長がお話します

６月27日(火）15時～16時

門前仲町 深川不動前
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